
2023年3月28日

電気協同研究 第78巻第2号「変電設備の保全高度化とアセットマネジメント」 正誤表

頁 編 箇所 誤 正

7 Ⅰ 第2-3-8図　各機種における原因別の障害件数

（VT障害件数（内訳）の訂正）

12 Ⅰ 第2-5-3図　期待効果別の整理結果

（各技術件数の訂正）

112 Ⅱ 第2-9-2-3図　SCの製造年別設備数（2017年度末）

（横軸の延長）

112 Ⅱ 第2-9-2-4図　SCの経年分布 2017年度末の設備量＝3,291台 2017年度末の設備量＝3,295台

114 Ⅱ
2-9-5 障害実態
(2) 原因別障害件数
本文（5行目）

自然劣化が原因の平均障害率については，前回調査と比較して増加して
い。

自然劣化が原因の平均障害率については，前回調査と比較して増加して
いる。
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電気協同研究 第78巻第2号「変電設備の保全高度化とアセットマネジメント」 正誤表

頁 編 箇所 誤 正

127 Ⅱ 第2-10-5-12図　VTの部位別障害件数

（図の誤植）

134 Ⅱ
2-11-4 事故実態
(1) 年度別事故件数と事故率
本文（3行目）

事故は1998～2017年度の20年間で33件発生している。 事故は1998～2017年度の20年間で31件発生している。

238 Ⅳ
第2-1-1表　紹介事例一覧
事例５「保全情報収集システム（スマートGIS）」

CB定格電流別動作回数 CB遮断電流

247 Ⅳ
第2-1-11図 【事例9】累積遮断電流の自動計測によるGCB点検周期の最適
化
「技術概要」欄（2行目）

事故時の遮断電流値や開放点検時の負荷遮断電流値を自動で記録 事故時の遮断電流値や開放操作時の負荷遮断電流値を自動で記録

248 Ⅳ
第2-1-12図　【事例10】クローラ型ロボットによる巡視
「技術キーワード」欄

カメラ，ロボット カメラ，ロボット，自動化

251 Ⅳ
第2-1-15図 【事例13】MRを活用した現地作業支援・高度化システム
「技術導入による期待効果」欄（2～5行目）

・遠隔地や現地にて，危険個所に注意喚起のデジタル表示を自由に設定
することができ，作業時間の削減や安全性向上が可能。
・作業経路や操作手順，現地設備に関連した図面や取扱説明書を仮想表
示することにより，作業時間を削減可能。

・遠隔地や現地にて，危険個所に注意喚起のデジタル表示を自由に設定
することができ，現地出向人数の削減や安全性向上が可能。
・作業経路や操作手順，現地設備に関連した図面や取扱説明書を仮想表
示することにより，により、ヒューマンエラーを削減可能。

付録3（別添）
保全高度化技

術集約表
事例 No.9　期待効果 「作業時間の削減」に「〇」無し 「作業時間の削減」に「〇」有り

付録3（別添）
保全高度化技

術集約表
事例 No.62　技術概要

タブレット端末の活用により，巡視・点検業務において現地でデータ入
力し，帰社後のシステム入力を不要とする技術。また，変電所の備品や
水銀使用・撤去設備置などの管理業務においても，現品に張り付けたQR
コードをタブレット端末のカメラで読み取り，現品照合を可能とする技
術。

タブレット端末の活用により，巡視・点検業務において現地でデータ入
力し，帰社後のシステム入力を不要とする技術。また，変電所の備品や
水銀使用・撤去設備などの管理業務においても，現品に貼り付けたQR
コードをタブレット端末のカメラで読み取り，現品照合を可能とする技
術。

付録3（別添）
保全高度化技

術集約表
事例 No.80　技術概要

GISの動作回数，CB定格電流別動作回数，ガス圧などの保全情報をセンサ
などにより常時取得するシステム。

GISの動作回数，CB遮断電流，ガス圧などの保全情報をセンサなどにより
常時取得するシステム。


